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財団法人資源・環境観測解析センター（ERSDAC）
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ASTER・PALSAR

MODIS

ASTER

MISR
MOPIT CERES

衛星進行方向

地球方向

ASTER PALSAR

恒星センサ

データ中継用アンテナ

太陽電池パドル

フェーズドアレイ方式Lバンド合成開口レーダ（PALSAR）

パンクロマチック立体視センサ(PRISM)

高性能可視近赤外
放射計2型(AVNIR‐II)

○VNIR（可視近赤外域）、SWIR（短波長赤外域）、TIR
（熱赤外域）の3種類で構成された光学センサ

○平成11年（1999年）打ち上げのNASAの衛星Terraに

搭載

ASTER

衛星Terra

衛星「だいち」（ALOS）

○世界唯一のLバンド合成開口レーダセンサ
○平成18年（2006年）打ち上げのJAXAの衛星「だい

ち」（ALOS）に搭載

2

短波長赤外放射計
熱赤外放射計

共通信号処理部

可視近赤外放射計電気部
マスタ電源部

可視近赤外放射計
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1

ASTER・PALSARによる地球観測の活用例

光学センサ（ＡＳＴＥＲ）で捉えた画像

鉱区取得・精密探査（確認調査）へ

ASTERデータの
スペクトル解析

対象地層の砂岩
層と泥岩・砂岩層
を細分化

ASTERDEMデータ
解析

地層の走向・傾斜
から精密地質構
造推定

現在生産中の石油胚胎層（A)
の下部に新規有望層（B)を推定

現在生産中
石油層

新規有望層

ASTERデータから得られるス

ペクトルデータの解析及び標
高モデルの解析により、石油
埋蔵有望地を特定

解析によって得られた地質構造と
石油埋蔵有望層

○資源探査○資源探査

ASTERデータ

から地質判読

PALSARデータから

海域オイルスリック抽出

陸域の石油
システム把握

海域の石油
ポテンシャル把握

鉱区取得の意思決定に利用

地質解析と標高データから未発見の有望
石油層を推定

地質解析と海上オイルスリックから
石油システムを推定し、鉱区取得の
意思決定に利用

2

○森林火災観測○森林火災観測

例）オーストラリア南東部の山火事例）オーストラリア南東部の山火事

ASTER・PALSARによる地球観測の活用例

2009.2.9撮影

山火事の煙

濃青は焼失した森林

熱赤外データで高温部を抽出

○ ASTER・PALSARにより取得したデータから、地表・地質の状況や、地表面・海表面の

温度の把握等が可能。地球温暖化の状況や、森林火災や火山活動といった災害観
測等に活用している。
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ハイパースペクトルセンサ

 

ハイパースペクトルセンサ
（イメージ）

マルチスペクトル

ハイパースペクトル

波
長

波
長

反射スペクトル

ハイパースペクトルはバンド
数が多く、反射スペクトルの
分解能が向上し、地表ター
ゲットを詳細に把握可能。

ハイパースペクトルとは？ 反射スペクトルを使うと
どうして対象物が分かるか

高精度な地表ターゲット
の識別(特定）が可能

反
射
ス
ペ
ク
ト
ル

反
射
ス
ペ
ク
ト
ル

ハイパーマルチ

波長

反
射
ス
ペ
ク
ト
ル

類似は
反
射
ス
ペ
ク
ト
ル

樹木だ！

精度の良い地表ターゲット
の分類が可能

classify identify

波長 波長

波長

分類 識別

異なる3種類

スペクトルライブラリ

様々な物質の反射ス
ペクトルのライブラリ
（データベース）化に
より，対象物の識別
精度が向上

（参照）

計測

○ASTERの後継センサ
○ASTERと比較し、バンド数が約

13倍（14→185）。例えば鉱物
はASTERでは10種類程度の分

類が可能だったが、このセン
サでは約30種類の特定が可

能。
○現在開発中

5図の出展：NASA/JPL

6

ASTERによる分類

アルーナイト

Reddish 

PurplePurple

モンモリロナイト
ハイパーとマルチの鉱物抽出比較：分類から識別へ

PurplePurple

Cuprite Arizona USA

Ｈｙｐｅｒデータによる鉱物の識別Ｈｙｐｅｒデータによる鉱物の識別

Alunite アルーナイト

Kaolinite カオリナイト

Calcite 方解石

Alunite+Kaolinite

Montmorillonite モン

モリロナイト

Silica or Dickite 石
英又はデッカイト
Unaltered 分類不能AVIRIS (米国航空機Hyperセンサ）

地表物質の吸収特徴で識別。識別能力は波長分解能、空間分
解能により決まる。一般に中空間分解能では、統計処理などを
用いて地表物質の分類技術が用いられる。

Band 5 Band 9

Band 7

Band 5Band 6

Band 7

ハイパースペクトルセンサによる地球観測の高精度化例

図の出展：NASA/JPL
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7

群落：
スギ、ヒマラヤスギ、ストロ－ブマツ
モミジバフウ、 ラクウショウ

ハイパースペクトルセンサによる地球観測の研究例

ハイパースペクトルセンサにより、植物の分類や生育状況の把握などが可能。

可視画像 (夏季：2004/09/01)

スギ

ラクウショウ

ストローブマツ

ヒマラヤスギ

モミジバフウ

20m類似度 (Similarity)  ≥ 3.3

イチイガシ

ケヤキ

アラカシ

シラカシ

ミズナ
ラ

ミズ
メ

ヒメシャラ

センペ
ルセコイ

ア

カナダツガ

テーダマツ

単木～数本：
テーダマツ、センペルセコイア
カナダツガ、アラカシ
ケヤキ、イチイガシ
シラカシ、ミズナラ、ミズメ
ヒメシャラ

樹種分類結果 (夏季：2004/09/01)

ス
ギ

ヒ
マ
ラ
ヤ
ス
ギ

ケ
ヤ
キ

ア
カ
シ
ヤ

セ
ン
ベ
ル
セ
コ
イ
ヤ

モ
ミ
ジ
バ
フ
ウ

ス
ト
ロ
ー
ブ
マ
ツ

テ
ー
ダ
マ
ツ

イ
チ
イ
ガ
シ

ラ
ク
ウ
シ
ョ
ウ

シ
ラ
カ
シ

ヒ
メ
シ
ャ
ラ

カ
ナ
ダ
ヅ
カ

ミ
ズ
メ

ミ
ズ
ナ
ラ

赤：ASTERのカバー地域（GDEM整備可能地域）

（色が濃いほど何度も観測しているので精度が高い）

全陸域に展開

任意の部分を切り出して
誰でも簡単に利用可能

対象地域を重複して観測
した全てのASTERデータ
から境目のないDEMを

作成

自動処理

境目のない
広域のDEM

ASTERデータ
（60km×60km）

ASTER GDEM
DEM 8

○ 経済産業省が開発した衛星搭載センサである ASTERがカバーしている地球の
全陸域のDEMを作成し、自動処理により境目のない広域のDEMとして整備。

○ 経済産業省と米国航空宇宙局（NASA）が平成19～２０年度に共同で開発。
○ 同一地域に重なる多数のASTERデータを利用するので、精度が向上。
○ 必要な部分を任意に切り出せるので、誰でも簡単に利用可能。

ASTER GDEM
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9

ASTER GDEM SRTM3* GTOPO30**
(参考）　数値地図10m

メッシュ標高データ

データソース ASTER
スペースシャトル

レーダ

世界中のDEMデー
タ所有機関から入

手

1:25,000地形図

作成・配布機関 METI/NASA NASA/USGS
USGS（米国地質調

査所）
国土地理院

配布開始年 2009年～ 2003年～ 1996年～ 2008年～

データ取得期間 2000年～継続中 11日間（2000年）
DEM　グリッドサイ
ズ(m)

30m 90m 1000m
約10m

（北方領土を除く）

DEM高さ精度（標
準偏差）

7m～14m 10m 30m 5m以内

DEMカバー域
グローバル
（ほぼ全球）

北緯60度～南緯
56度

グローバル
（ほぼ全球）

日本のみ

DEMデータ欠損域
常に雲に覆われて
ASTERデータが撮

れない地域

地形急峻域(レーダ
の特性による)

なし なし

その他に、USGSがNEDという30m分解能のDEMで米国全域を、北海道地図(株)がGISMAP Terrainと
いう10m分解能のDEMで日本全域を、それぞれ整備し配布している。

*SRTM3: Shuttle Radar Topography Mission Data at 3 Arc-Seconds
**GTOPO30: Global 30 Arc-Second Elevation Data Set

9

○ ASTER Global DEMは、グローバル型のDEMとしては世界最高精度で世界最大規模

のデータである。

【ASTER GDEM】他のDEMとの比較

災害2（洪水ハザードマップ）

水（水資源管理）

災害1（火山ハザードマップ）

エネルギー（石油資源探査）

降水データ

降水・積雪データ

火山データ

地質データ

DEM

10

○ ASTERにより取得した画像データを用い、地球全体をカバーする世界最高精度の全球３次元地形
データ「ASTER GDEM」を作成。DEMをプラットフォームとして、他の情報と組み合わせて解析することに

より、様々な成果が得られる。

【ASTER GDEM】利用例
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• 2003年以降に３回開催された「地球観測
サミット」を経て，全地球観測システム
（GEOSS : Global Earth Observation 
System of Systems）10年計画が了承、
開始された。

• 計画の中核部隊であるGEO（政府間地球
観測作業部会）が設置され，これには７５
を超える国と国連を含む国際機関が加盟
している。

• ASTER GDEMは、社会公益性の高い９
分野（災害・健康・エネルギー・気候・水・
気象・生態系・農業・生物多様性）での研
究や作業で使用することを目的として、無
償で配付し、人類社会の発展・幸福・持続
的発展のために供することとしている。

• 平成19年の第4回GEOにおいて、日米が
共同してASTER GDEMの整備について
宣言を行っているところである。 11

ASTER GDEMと衛星画像を重ね合わせた画像

エベレスト

モンブラン

【ASTER GDEM】国際貢献としてのASTER GDEM

（1）ダウンロード手順

・http://www.gdem.aster.ersdac.or.jp/にアクセスする。

・ユーザ登録（個人情報の収集機能）・・個人名・組織・連絡先など
・利用規約遵守同意の確認
・利用分野の提示
・検索＆ダウンロード希望地域の指定

(2)利用規約の遵守・・以下に利用規約に事前に同意してもらう。

・入手希望ユーザはユーザ登録を行い認証を行う。
・二次配付禁止（高付加価値プロダクトは除外）
・画像や加工データの発表・公表の際には，原データの所有権を明示する。

12

【ASTER GDEM】配信システム

無料無料

６月２９日から配信開始６月２９日から配信開始

※ 6/29-7/3で全球DEMの１０倍以上ダウンロード要求あり
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